令和４年度　研修プログラム策定委員会の活動について（報告）　

水城　淳一郎

今年度の研修プログラム策定委員会は、法人、施設・事業所の人材育成を目的に、各施設、事業所から委員を選出し、隔月で実施をいたしました。
新任職員へのOJT、メンター制度につきましては、各施設・事業所の特性に合わせた研修（実習）プログラムの見直しをおこないました。今後は法人研修との調整を図り、育成、定着につながるよう実施していきます。
また、今年度も職員の研修ニーズを抽出し、施設・事業所で担えるもの、法人研修との連携強化、外部研修とのバランスなども検討いたしました。ニーズの中で、事業所訪問やグループワーク研修の希望も多くあがりましたので、今後実施できるよう検討していきます。
　感染症対策や災害への対応強化として、継続的な委員会、研修が必須ですので、研修プログラム策定委員会でも、防災（BCP）、虐待防止、身体拘束の適正化など、各種委員会や施設・事業所と情報共有をいたしました。今後は全体での研修の企画ができるよう、委員会の役割を広げたいと思います。
職員の研修報告や講演会等での発信する力なども重要ですので、実践発表会や研修会などで発表、講演できる力がつくよう、検討していきたいと思います。
今後も、施設・事業所での研修と法人での研修、外部研修への参加などを整理し、各委員会等との連携も図りながら、充実した研修を実施し、効果的な人材育成につなげられればと思います。

研修内容（抜粋）
・法人研修 
　（新任職員研修、階層別研修、管理監督者研修、実践発表会　等 ）
・職員専門研修 
　（強度行動障がい・高齢利用者支援・工賃向上・嘱託医による研修・事務担当者　等） 
・業務関連研修等 
　（虐待防止・権利擁護・身体拘適正化、リスクマネジメント・防災 、安全運転　等） 
・育成会大会等 
　（全国・九州地区手をつなぐ育成会大会への参加・発表、事業所協議会　等 ）
・外部研修
　（福岡市、のぞみの園、県市社協、知障協、セルプ、事業団、基幹相談、民間協　等）

